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 私達にとつては入学以来始めての食物学科の展示 が行なわれ る事 にを り,ど のようにす

れば よいか何 もわか らないのに ・私達が展示 を担 当することになh9当 日まで約2週 間程
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しかな く ・当時私達が展示 しようと思つていた 牛乳の品質 について 参考書を読みs

何 をどの ようにするか.だ いたいの目安をつ く参,先 生に相談 に行 毒,そ こで他の学年が
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衛生学方面の事を しているので,3回 生なのだから 合成な どしては どうかと言われ,私

        ガ      が
達が選んだのが  甘味料 の合成だつた 。

 始 めは人工甘味料についてだけ調べていたが ・人工甘味料の性質を並べてみても,天 然

の ものの方が一般によく知 られ ているので ・天然の ものを通 して 人工の ものを理解する

方が よくわかるのではないだろうか とi人 工甘味料 と比較する意味で天然甘味料 について

も調べ始めた。

 展示の内容はDulcin・Saccharin・D-Glucoseの 製法及び実験,甘 味料につ

いて,人 工甘味料についての概括的なこと,天 然及び人工甘味料の名論 として,サ イクラ

ミン酸 ナ トリウム ・サツカ リγ ・サツカ リンナ トリウム ・ズルチン,グ リセ リンの化学的

名称 ひ構造式,そ の甘味 と性状 について 及 び蕉糖.麦 芽糖 尋D一 ソル ビツ トについて

以 上の ものについて展示 した。

 実験ではs時 間が足 りな ぐて展示 の日に間に合つたのは D-Glucoseと ズルチン

だけでr私 達が最 も大事に していたSaccharinは ・途 中で失敗 し ・や りなお したhし

ていたので当日は途中の実験操作を見て もらう事に終つて しまつた 。そ してこのSacc-

harin  の合成では,臭 いが強 ぐこれが原因 で,人 の集 りが悪かつた とも考え られ

る。

 展示 し終つて感 じた事は,内 容 をわか ウやす ぐする為 に均一に したので,そ の個bの も

のの特徴 が ・わか りに ぐい し,内 容 も貧弱になつて しまつた感が強かつた 。

 展示の当日をむかえ,私 達がガツカ ヲしたのは,見 て ぐれ る人が少いことと,感 想 をき

ぐとiむ つか しいという声が多いよ うだつたが,私 達の考えでは,わ か りやす ぐ ・こま ご

まと書 いてみて も かえつて見て ぐれる人が少 なぐなるのではないか と思える。

 全体的に見て短期間で仕上げた無理があ らゆる点で,例 えば宣伝が不充分だつた為 ・人

が来て ぐれ ない 。実験が中途半端,内 容が貧弱,説 明 して下さいと言われて も うま く説

明 できなかつた点等に現われて来た 。

 今後は 時間 をかけて,内 容の豊富な,し か も興味深い題を選ぶことが展示 を成功 させ

る為の道だ と思 う。
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最 後に私達が この展示で知つて もらお うとした事はs合 成の実験 を理解 して もらお う

と思つたのではな く,食 物学科 というものを .....部で も理解 して もらいたかつたか らで,

他の展示 については9人 工甘味料の価値,長 所短所(甘 味9甘 味度,価 格,毒 性,カ ロリ

ー等の点 について)な どで,こ れ らを知 つて,日 常生活 での甘味 とい う事をもう_一..度改め

て考えて もらえた らと思 う。

 ご指導下さつた先生方や 助手の皆様 に感謝いた します 。
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